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きじまるくん

　　　　　　　　　　　成人おめでとう

　1月15日、勤労福祉センターで「成人式」が盛大に行われました。今年の

新成人は、222名。成人になった喜びの中にも緊張をかくしきれない気持で

記念撮影をしています。大人としての第一歩をふみだした顔には、責任と将来

の夢がいだかれているようでした。
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♪　今年も町・県民税や所得税など所（）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

1得の申告をしていただく時期になり　1
イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

～ました。　　　・　　　　　　　　　ピ

1申告の鯛は2月17日から3月1611
津臼までです。申告期限が悶近になる　〆
ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

1と、大変混み合いますので、なるべl

lく定められた日時に申告されますよ≦

身うお願いします。　　　　　　　　　ぐ

1なお、今年は所得税確定轄（概

1業・給与所得者）、町県民税申告を！
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

1同一目程で行いますので、よろしく　！

1お願いします。　　　　　　　　　　く
＿4（／、／、／、捧の）＿許∫　　　　　　　　　　　ご

2月17日～5月16日

たの税が生旨ている

町
・
県
民
税
申
告
の

　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
平
成
四
年
一
月
一
日
現
在
、
町
に
住

所
が
あ
り
、
平
成
三
年
中
に
所
得
が
あ

っ
た
か
た
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た
か
た
、

給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
が
町
へ
送
ら
れ
て
い
る
か
た

は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
今
年
十
八
歳
に
な
っ
た
か
た

▲昨年度の申告相談

や
、
平
成
三
年
中
に
町
へ
転
入
さ
れ
た

か
た
は
、
申
告
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
は
所
得
の
な
い
か
た
で
も
、
申
告
が

必
要
で
す
。

所
得
税
・
確
定
申
告
の

　
　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
事
業
を
し
て
い
る
か
た
や
不
動
産
収

入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
か
た
で
平

成
三
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

か
た
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
で
も

つ
ぎ
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
は
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
給
与
の
年
収
が
、
一
千
五
百
万
円
を

　
超
え
る
か
た
。

◎
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

　
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

　
る
か
た
。

◎
給
与
を
ニ
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

　
る
か
た
。

申
告
に
必
要
な
も
の

◎
申
告
書

◎
印
か
ん

◎
平
成
三
年
中
の
所
得
金
額
が
証
明
さ

　
れ
る
も
の

◎
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
や
生
命

　
　
●

　
保
険
、
損
害
保
険
な
ど
の
支
払
っ
た
別

　
証
明
書

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
医

　
療
費
の
領
収
書

◎
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
平

　
成
四
年
一
月
一
日
現
在
に
お
け
る
住

　
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
・
日

　
赤
支
部
発
行
の
領
収
書

◎
障
害
者
の
か
た
（
扶
養
者
を
含
む
）

　
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
み

　
ど
り
の
手
帳

◎
学
生
の
か
た
は
、
学
生
証
ま
た
は
在

　
学
証
明
書

◎
そ
の
他
、
機
械
化
集
団
な
ど
へ
の
支

　
払
証
明
書

申
告
す
る
と
所
得
税
が

　
　
　
還
付
さ
れ
る
か
た

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
か
た

で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
は
確
定
申

告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

　
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築
な

　
ど
を
し
た
か
た
。

◎
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た
。

所
得
が
給
与
所
得
の
み
の
か
た
で

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
、
医
療
費

控
除
を
受
け
る
か
た

　
還
付
申
告
に
つ
い
て
、
広
報
一
月
号

・
税
務
署
か
ら
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
な
る
べ
く
二
月
十
三
日



申告期間

この社会あな
面♂県民説

正しい申告を

・
十
四
日
の
還
付
申
告
会
場
で
申
告
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
、
二
年

目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

◎
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

　
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を
受

　
け
な
か
っ
た
か
た
。
　
（
所
得
税
を
支

　
払
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
源

　
泉
徴
収
票
が
必
要
）

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、
銀
行

農
協
な
ど
の
預
金
口
座
へ
の
振
り
込
み

が
便
利
で
す
の
で
、
申
告
者
名
義
の
預

金
口
座
番
号
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
　
「
所
得
税
の
確
定
申
告

の
手
引
き
」
や
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

を
参
考
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

税
の
お
問
い
合
わ
せ

　所得税、町・県民税は、自分の

所得の状況を最もよく知っている

みなさんが、税法に従って自

分の所得と税額を正しく計算して

申告、納税するという「申告納税

制度」を採用しています。

　中告をしなければならないかた

が申告しなかつたり、誤った申告

をしたりしますと、後で不足の税

金を納めるだけでなく、不足額の

15％または10％の加算税が課され

さらに延滞税も納めなければなら

ないことになります。

町・県民税申告・所得税確定申告
　　　　　　　　（農業・給与所得者）

相談日程
月　日 該　　当　　地　　区 会場

2月17日（月）

小江川・須賀広・野原

役場二階

　　会議室

36－1521

内線222

2月18日（火）

2月19日（水）

小江川・塩・板井
2月20日（木）

2月21日（斜

押切・千代
2月24日（月）

2月25日（火）

押切・上新田・柴
2月26日（水）

2月27日（木）

成沢・三本
2月28日（釦

3月2日（月）

樋春・御正新田3月3日（火）

3月4日（水）

3月5日休） 町内全域

受付時間・… ・午前9時より午後4時まで

■
町
・
県
民
税
関
係

●
役
場
税
務
課

　
智
三
六
－
一
五
二
一
内
線
脳
・
鰍

■
所
得
税
関
係

・
熊
谷
税
務
署
　
智
二
一
－
二
九
〇
五

・
熊
谷
税
務
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
智
二
四
－
七
九
六
一

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

　
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
税
理
士
に

依
頼
さ
れ
る
か
た
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
正
規
の
税
理
士
か
ど
う
か

税
理
士
証
票
な
ど
で
よ
く
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

　
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は
、
税

理
士
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
の
時
期
に
は
、

税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
税
理
士
に
依

頼
さ
れ
る
か
た
が
多
い
こ
と
に
便
乗
し

て
、
税
理
士
資
格
の
な
い
人
が
申
告
書

の
作
成
な
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
は
、

法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼

し
た
か
た
に
迷
惑
を
か
け
る
結
果
に
な

　
　
　
　
税
の
標
語
入

る
こ
と
が
多
い
の
で
、

い
。

◎税務署から申告相談日の通知のあったかたは、

　指定日時に税務署へ申告してください。

．蔦で
諺㌶鮭
舞職馨

　　さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
さ
れ
る

　
平
成
三
年
度
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
が
募
集
さ
れ
、
数
多
い
作
品
の
な
か
か

ら
つ
ぎ
の
作
品
が
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
佳
作
　
　
　
江
南
中
二
年
生
　
大
橋
朋
恵
さ
ん

見
つ
け
た
よ
　
税
金
納
め
た
　
い
い
笑
顔

　
熊
谷
税
務
署
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
江
南
中
一
年
生
　
原
田
直
樹
さ
ん

納
税
は
　
夢
と
希
望
の
　
第
一
歩

（3）



春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
　
三
月
一
日
か
ら
三
月
七

日
ま
で

　
今
年
も
一
．
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の

、
週
間
、
恒
例
の
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
暖
房
器
具
を
つ
け
て
い
る
の
を
う
っ

か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
寒
気
が
緩
む
の
と

同
時
に
、
火
に
対
す
る
注
意
が
緩
み
始

め
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
．
、
し
か
し
、

．
．
一
月
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
一
番
な
ど
の
強
風
が
吹
く
な

ど
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
条
件
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
一
度
、
家
族
全

員
で
「
火
の
用
心
」
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
期
問

中
に
消
防
署
で
実
施
さ
れ
る
、
消
火
訓

練
を
は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
煙

の
恐
ろ
し
さ
を
は
じ
め
、
火
災
の
際
の

避
難
方
法
や
、
消
火
器
な
ど
各
種
の
防

火
機
器
の
正
し
い
取
り
扱
い
方
法
を
習

熟
す
る
よ
う
、
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の

　
　
約
半
数
が
六
十
五
歳
以
上

　
平
成
．
一
年
の
一
年
間
に
、
全
国
で
は

五
万
六
千
五
百
五
件
の
火
災
が
発
生
し
、

干
八
百
二
十
八
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
平
成
元
年
よ
り
八
十
一

人
多
く
、
一
日
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

約
五
人
が
火
災
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
火
災
の
な
か
で
死
者
が
最
も
多
い
の

は
住
宅
火
災
で
す
。
建
物
火
災
で
の
死

b
　
砺
　
も

者
の
う
ち
約
九
割
を
占
め
、
干
百
三
人

が
平
成
二
年
中
に
住
宅
火
災
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
死
者
の
年
齢
層
を
み
る
と
、
六
十
五

歳
以
上
の
人
が
約
半
数
近
く
を
占
め
、

死
者
発
生
率
が
若
年
層
に
比
べ
て
、
極

め
て
高
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
お
年
よ
り
の
部
屋
は
出
口
に
近
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

所
に
す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
だ
け
は
守
ろ
う

　
　
「
火
の
用
心
」
七
つ
の
要
点

　
最
低
限
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
「
火

の
用
心
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
七
つ
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

　
し
な
い

②
子
ど
も
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

　
遊
ば
せ
な
い

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

　
を
離
れ
な
い

⑤
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

　
か
な
い

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い

⑦
ス
ト
；
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
近
づ
け
な
い

　
あ
く
ま
で
火
災
を
防
ぐ
の
は
、
一
人

ひ
と
り
の
「
火
の
用
心
」
の
心
構
え
で

す
。
全
国
統
一
の
防
火
標
語
、
　
「
毎
日

が
　
火
の
元
警
報
　
発
令
中
」
で
あ
る

こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

●
A
T
車
限
定
免
許

A
T
車
に
乗
る
人
は

　
　
　
同
じ
タ
イ
プ
の
車
で
教
習
で
き
る

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
運

転
が
で
き
る
と
、
A
T
（
オ
ー
ト
マ
チ

ッ
ク
）
車
に
乗
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
A
T
車
は
、
普
通
乗
用
車
の
新

規
登
録
台
数
の
七
割
を
超
え
、
最
近
で

は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
営
業
車
に
も
A

T
車
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
方
で
は
、
D
（
前
進
）

と
R
（
後
進
）
を
間
違
え
て
急
発
進
し

て
し
ま
い
、
追
突
事
故
や
人
身
事
故
な

ど
を
起
こ
す
と
い
う
A
T
車
独
特
の
事

故
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
警
察
庁
は
「
A
T
車
限
定
免

許
制
度
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
す
で
に

平
成
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
全
国
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
こ
の
制
度
を
実
際
ど
れ
だ
け

の
人
が
利
用
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

女
性
と
高
齢
者
に
人
気

　
警
察
庁
は
、
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

十
一
月
一
～
十
五
日
ま
で
の
間
、
全
国

千
四
百
七
十
六
校
の
指
定
教
習
所
を
対

象
に
、
入
校
状
況
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
A
T
車
の
教
習
課
程

を
選
ん
だ
人
は
、
全
体
の
二
六
・
五
％
。

男
性
の
六
・
一
％
に
対
し
て
、
女
性
は

四
一
・
七
％
が
選
択
し
て
い
ま
す
。
操

作
が
複
雑
で
な
い
A
T
車
の
限
定
免
許

　
　
●

は
、
女
性
に
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
A

T
車
教
習
課
程
を
取
る
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。
男
性
は
五
十
代
で
六
割
弱
、
膚

十
代
以
上
で
八
割
の
人
が
こ
の
制
度
を

選
ん
で
い
ま
す
。
女
性
で
す
と
五
十
代

以
上
の
人
の
九
割
が
、
A
T
車
教
習
課

程
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

三
時
間
短
い
教
習
時
限
数

　
A
T
車
に
乗
る
人
に
と
っ
て
は
、
実

際
に
運
転
す
る
の
と
同
じ
タ
イ
プ
の
車

で
技
能
教
習
が
受
け
ら
れ
る
の
で
、
運

転
操
作
も
安
心
し
て
で
き
ま
す
。
ま
た
、

A
T
車
の
技
能
教
習
に
は
、
当
然
で
す

が
、
　
「
ク
ラ
ッ
チ
の
つ
な
ぎ
」
や
「
ギ

ア
チ
ェ
ン
ジ
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
A
T
車
の
技
能
教
習
の
最
低
時

限
数
（
二
十
四
時
間
．
一
時
限
は
五
十

分
）
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
の
二
十
七
時

間
に
比
べ
、
三
時
間
短
く
な
っ
て
い
ま

す
。
も
し
、
ど
う
し
て
も
マ
ニ
ュ
ア
ル

車
を
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
ら
、
運
転
免
許
試
験
場
で
マ
ニ
ュ
ア

ル
車
の
実
技
審
査
を
受
け
る
か
、
教
習

所
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
に
よ
る
限
定
解
除

教
習
を
受
け
る
か
し
て
A
T
車
限
定
が

解
除
さ
れ
れ
ば
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
の
運

転
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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家
朕
み
ん
な
で

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
ρ
・

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事

故
に
よ
り
災
害
を
受
け
た
み
な
さ
ん
に

見
舞
金
を
支
給
し
、
み
な
さ
ん
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
間
に
、
二
十
八
人
の
か
た

に
見
舞
金
合
計
二
百
四
十
二
万
円
が
支

給
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
グ
ラ
フ
参
照
）

　
現
在
、
町
で
は
七
千
三
百
六
十
一
名

の
か
た
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
三

月
三
十
一
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
来
年
度
の
申
し
込
み
を
二
月
十

日
よ
り
受
付
け
ま
す
。

　
申
し
込
む
場
合
、
一
般
会
員
（
現
在

中
学
三
年
生
の
か
た
を
含
み
ま
す
。
）

お
よ
び
、
幼
稚
園
よ
り
下
の
子
は
会
費

を
添
え
区
長
さ
ん
を
と
お
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
各
学
校
で

と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
の
で
、
家
庭

で
の
申
し
込
み
と
重
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
費

〇
一
般
会
員
　
　
（
中
学
三
年
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
百
円

O
小
人
会
員
　
（
○
歳
～
中
学
二
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
円

■
有
効
期
間

　
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
五
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
問
（
中
途

加
入
の
場
合
は
、
会
費
納
入
時
か
ら
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
）

■
加
入
で
き
る
か
た

　
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
た
（
外
国
人
登
録
も

含
み
ま
す
。
）

※
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
る

か
た
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◎
加
入
後
に
お
け
る
見
舞
金
の
請
求
方

法
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

昨年4月から12月ま
での間に支払われた

各見舞金別のべ人数

■
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自
動

車
、
単
車
、
自
転
車
ま
た
は
電
車
な
ど

に
乗
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接
触
、
転
落

転
覆
し
た
事
故
、
ま
た
は
歩
行
中
に
こ

れ
ら
の
乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か

れ
た
場
合
。

　
な
お
、
請
求
に
必
要
な
申
請
用
紙
は

役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
交
通
災

害
共
済
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
Q
　
費
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
二
二
六
）

瞥
　
［

5
，
慕

5
　

人
数
　
7

6

5

4

3

2

1

百
　
万
　
円

二
十
万
円

十
七
万
円

十
四
万
円

二三五八十
万万万万　　　　万
円円円円円

一
万
五
千
円

一
　
万
　
円

見
　
舞
　
金

歳
時
記
梅
見

　
梅
見
は
俳
句
の
季
語
で
は
冬
で
し
ょ

う
か
、
そ
れ
と
も
春
で
し
ょ
う
か
。
歳

時
記
を
見
る
と
、
梅
見
は
春
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
冬
の
部
に
も
梅
が
あ
り
ま
し

た
。
探
梅
、
探
梅
行
、
尋
梅
な
ど
と
あ

り
ま
す
。
探
梅
と
は
、
山
を
歩
い
て
早

咲
き
の
梅
を
い
ち
早
く
見
つ
け
る
こ
と

で
、
用
意
さ
れ
た
梅
を
見
る
梅
見
や
観

梅
と
は
違
う
の
で
す
。
何
と
も
風
流
な

話
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
梅
を
見
る
の
は
梅
見
、

単
に
花
見
と
い
う
と
桜
を
見
る
こ
と
で

す
。
で
も
昔
、
花
と
い
え
ば
梅
の
こ
と

だ
っ
た
時
代
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
歌
集
『
万

葉
集
』
　
（
七
五
九
年
ま
で
の
四
百
年
余

り
の
約
四
千
五
百
首
な
ど
を
収
録
）
に

は
、
梅
の
歌
は
百
余
首
、
桜
は
四
十
余

首
で
し
た
。
こ
れ
が
『
古
今
和
歌
集
』

（
九
〇
五
年
に
勅
撰
）
で
は
、
桜
百
余

首
に
対
し
て
梅
二
十
首
弱
と
人
気
が
逆

転
し
ま
し
た
。

　
い
ま
は
観
梅
、
花
見
と
も
人
気
が
あ

り
ま
す
が
、
グ
ル
f
プ
や
団
体
に
は
、

桜
の
花
は
見
ご
ろ
が
短
い
の
で
、
梅
見

が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
家
に
自
然
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
の
で
、
若
い
人
が
盆
栽
に
興
昧

を
も
ち
は
じ
め
、
盆
梅
の
フ
ァ
ン
も
増

え
て
い
る
と
か
。
ま
た
、
元
気
な
お
年

よ
り
が
多
く
な
り
、
梅
林
で
吟
行
す
る

姿
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

水
道
の
故
障
・
修
理
は

当
番
の
指
定
工
事
店
へ

　
お
間
合
せ
・
ご
相
談
は
…
…

　
水
道
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
役
場
水
道
課
　
費
三
六
i
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
内
線
二
三
二
、
二
五
三

縛
、
繋
，

漏，，、瞭辮蜜 バ鱒：熱霧、
Pと、、雪藁・∫1「撫，、・

．隠麟、薦巌難“［

　　　薦

弓…梶「戸一襲

　　　　　ヂ　　i
肖贈甥、［「、ヨ、B．「・、』・…き薫醗…1…麟

・溌鱗雛・・「鋸

　　瑠』「強i無，E
l1　、』

蘇謙舜辮鷺無…繋、播8・鞭2琴△
　　［謬　Pゴ欝

斡ゴ

禰1蘇建、論撫襲 縦
　
　
＝
＿

・
、
爆
霧 ・域鋤幽，蜂・．

朋・煽　盤曇一叢・

　　　撚撫

　『鼠r“「、
、，燈・
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　　　一、蘇欝当翫．

☆欝構塞「、誠講。
滞毒轟蕪，譲欝
　　　1FIF戸、影ソ
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あで先は役場総務課盈36－1521です。 トピツワス

一福祉標語入選表彰式一

　12月21日、江南町三校PT　A連絡

協議会（南・北小学校・中学校）で福祉

推進標語の入選作品表彰式が町民体育館

で行われました。

　これは、三校が福祉教育に重点をおき

活動していることから標語を募集し、町

のみなさんが福祉活動を推進し、心豊か

な明るい町にしようというもので作品の

中から、北小5年生の広沢麻衣子さんの

作品￥’ふれあいの心が生み出す豊かな福

祉”を毎戸配布することになりました。

一成人式でタイムカプセルを開封一

　成人式の日に思い出の品の入ったタイ

ムカブセルを開けようと南小学校を昭和

59年3月に巣立った6年1組の卒業生

たちはこの日、卒業時に約束したタイム

カブセルを開封しました。

　このカプセルは当時、校舎の改築など

で校庭に埋められなかったため、クラス

の代表者が家で保管していたもので、思

い出の品を見ては大喜び。当時の担任の

松崎先生も駆けつけ、笑い声や歓声があ

がり8年前をなつかしんでいました。

↓
o
U
馴
o
ω

一消防団出初め式一

　江南町消防団の出初め式が1月5日に

町役場庁舎前で行われました。式終了後

には、三分団による一斉放水や町内の火

災予防広報も行いました。

　2月・3月は、火災の発生しやすい時

期です。火の元にはくれぐれもご注意く

ださい。

（6）



トビツワス 身近かな話題、ホ・ソトなニュースきお寄せくだごひ。

一高齢者の健康づくり訪問活動一

　1月20日、上押切参宮記念会館にお

いて老人クラブ加入者38名を対象に高

齢者健康づくり訪問活動が行われました。

　これは、高齢者の健康づくりを積極的

に支援するため、各字の老人クラブを対

象に保健婦、歯科衛生士や保健課職員が

各字を訪問し、健康相談をはじめ適度な

運動や食生活を指導し、健康づくりの手

助けをするものです。

　写真は五健体操（歌にあわせての体操）

で楽しく過ごすようすです。

一大里郡議員研修行われる一

　1月21日、勤労福祉センターでテレ

ビでおなじみのN　H　K解説委員として活

躍されている岡村和夫氏を迎えて大里郡

町村議会議員研修会が行われました。

　当日は、　「国際情勢と日本の選択」と

いう演題で、めまぐるしい国際情勢など

をテレビロ調そのままで話していただき、

出席されたみなさんは、熱心にテレビで

は聞くことのできない講演に耳を傾けて

いました。

　
　
　
　
翻

o
o
五
〇
卜

一ジョギング大会一

　1月2日、第9回町民ジョギング大会

が町給食センター前で行なわれ155名

のみなさんが参加しました。

　この日は、とても暖かくジョギング日

和となり、こどもからお年よりまで、お

もいおもいに走り、新春の走り初めを楽

しみました。

（7）
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お
年
よ
り
は
調
理
の
工
夫
で

贈蹴　バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
素
を
摂
取

す
る
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
食
品

　
　
　
　
　
し

か
ら
、
と
る
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

⑳
一
般
的
に
は
、
一
日
．
、
一
卜
品
口
が
目
標

⑳
と
な
り
て
い
ま
す

、
し
か
し
、
厚
生
省

㈱
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
国
民
栄
養
調

・
査
に
よ
り
ま
す
と
、
国
民
が
、
日
に
と

⑳
り
て
い
る
食
品
の
数
は
、
．
平
均
し
て
．
、

齢
卜
、
げ
…
H
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
だ
ま

⑳
だ
、
摂
取
す
る
食
品
の
数
を
ふ
や
さ
な

・
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑳
お
年
よ
り
に
は

⑳
　
　
　
調
理
の
工
夫
を

砺ゆ

　
。
般
に
年
を
と
っ
て
き
ま
す
と
、
ど

砺ゆ

う
し
て
も
食
事
が
か
た
よ
り
が
ち
に
な

幅
り
ま
す
．
、
肉
や
油
っ
こ
い
も
の
が
嫌
い

⑳
に
な
り
、
さ
っ
ば
り
し
た
和
風
の
食
事

⑳
を
好
む
人
が
増
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、

㈲
昧
覚
が
衰
え
て
き
ま
す
の
で
逆
に
濃
い

鱒
味
を
好
む
人
も
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

多
様
な
食
生
活
を
！

調
理
の
工
夫
を
こ
ら
し
ま
せ
ん
と
、
と

か
く
か
た
よ
っ
た
食
事
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
．
、

　
お
年
よ
り
が
食
べ
や
す
い
よ
う
に
、

し
か
も
お
年
よ
り
が
好
む
よ
う
に
上
手

に
調
理
し
、
見
た
目
に
も
食
欲
の
そ
そ

る
よ
う
な
食
事
を
食
卓
に
の
せ
る
よ
う

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
．
、

お
年
よ
り
は

尉
の
水
を
飲
み
、
食
物
に
含
ま
れ
て
い

る
一
・
一
五
㍊
の
水
と
、
体
内
で
栄
養

素
が
分
解
さ
れ
て
生
ず
る
0
・
、
二
五
膨

の
水
計
．
．
・
五
膨
を
尿
や
汗
な
ど
に
し
、

排
山
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
お
年
よ
り

は
、
し
ば
し
ば
ト
イ
レ
に
行
く
の
を
嫌

が
っ
て
で
き
る
だ
け
水
を
飲
ま
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
食
べ
る
量
が
減
る
の
で

食
物
に
含
ま
れ
て
い
る
水
分
量
が
減
り

脱
水
状
態
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

食
べ
物
と
同
時
に
水
分
も
適
量
を
摂
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
〃
”

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
を
ず

　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
粉
忘

　
　
　
　
ガ

　
　
　
　
　
ノ
一
£

庭
で
は
、

が
、
食
事
は
、

大
の
楽
し
み
。

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
顛

喚
伯
き
書
辞
’

　
　
　
　
　
　
　
船

　
　
　
　
　
　
　
…
㎜

す
る
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Oo

ノ

hr）

お
年
よ
り
の
献
立

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　
子
ど
も
と
お
年
よ
り
が
同
居
す
る
家
か
ゆ

　
　
　
　
カ
レ
ー
や
ス
バ
ゲ
テ
ィ
な
ど

子
ど
も
中
心
の
食
事
に
な
り
が
ち
で
す
㈱

　
　
　
　
　
お
年
よ
り
に
と
っ
て
最
・

　
　
　
　
　
と
き
に
は
、
野
菜
の
煮
㈱

つ
け
や
焼
き
魚
を
食
卓
に
の
せ
て
く
だ
㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　Q　　　　　　　　　　o　　　　　　　　o　　　　　　　　◇　　　　　　　◇　　　　　　　o　　　　　◇　　　　　o　　　　o　　　o　　o　◇oo

0
㊥
0
⑨

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
十
二
月
十
五
日
、
町
民
体
育
館
に
お

い
て
第
九
回
江
南
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

百
、
一
名
で
町
外
か
ら
も
多
く
の
参
加
が

あ
り
、
好
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
．
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
　
勝
　
萩
原
　
猛
・
米
田
光
利

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
松
山
市
）

準
優
勝
　
高
橋
良
典
・
小
菅
　
尚

　
　
　
　
　
（
江
南
町
・
行
田
市
）

一
、
．
位
　
矢
島
中
行
・
上
田
　
悟

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
松
山
市
）

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
　
勝
　
篠
田
洋
子
・
長
尾
由
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
南
町
）

準
優
勝
　
内
木
弘
子
・
永
野
晴
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
深
谷
市
）

三
　
位
　
上
野
佐
恵
子
・
滝
沢
公
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
深
谷
市
）

▽
初
心
者
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
勝
黒
田
容
子
・
桜
井
佳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
熊
谷
市
）

準
優
勝

三
　
位

関
ロ
ヒ
サ
子
・

　
　
　
浅
香
か
つ
子

（
江
南
町
・
熊
谷
市
）

大
島
孝
子
・
谷
島
え
り

　
　
　
　
（
江
南
町
）

　
第
二
回
大
里
地
区
綱
引
大
会
が
十
二

月
八
日
、
寄
居
町
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
男
女
合
わ
せ
て
一
、
一
十
六
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
江
南
町
代
表
の
四
チ

ー
ム
も
健
闘
し
ま
し
た
。
特
に
女
子
の

部
で
は
須
賀
広
、
千
代
両
チ
ー
ム
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ヘ
勝
ち
進
む
活
曜
で

し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

（8）



ヘ

ノ幡るさと

再発見

地
名
は
語
る

「
庚
申
塚
」

　
二
月
は
一
年
で
も
っ
と
も
寒
い
日
が

続
く
、
春
の
待
ち
遠
し
い
H
で
す
ね
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
娯
楽
の
無
か
っ

た
頃
、
気
心
の
知
れ
た
村
人
達
は
集
い

合
っ
て
、
杯
を
重
ね
て
寒
さ
を
払
っ
た

よ
う
で
す
。
け
れ
ど
、
い
つ
の
時
代
で

も
あ
ま
り
頻
繁
だ
と
何
処
か
ら
か
横
や

り
の
人
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
誰
も
が

納
得
す
る
名
目
を
考
え
て
会
を
催
す
こ

と
に
知
恵
を
絞
っ
た
よ
う
で
す
。

　
江
戸
時
代
の
民
間
信
仰
に
は
、
正
月

の
行
事
か
ら
始
っ
て
、
師
走
大
晦
日
ま

で
多
数
の
行
事
が
行
わ
れ
、
現
在
も
そ

の
ま
ま
の
か
た
ち
で
、
あ
る
い
は
か
た

ち
を
少
し
づ
つ
変
え
な
が
ら
も
継
続
し

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
先
月
号
で

紹
介
し
た
よ
う
に
道
祖
神
・
馬
頭
観
音

と
同
様
に
、
多
数
造
ら
れ
た
石
造
物
に

庚
申
塔
が
あ
り
ま
す
。
庚
申
の
信
仰
は

奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
日
本
へ
入
り
、

江
戸
時
代
に
広
く
民
間
に
普
及
し
ま
し

た
。

　
庚
申
塚
は
コ
ウ
シ
ン
塚
又
は
カ
ノ
エ

塚
と
も
読
み
ま
す
。
野
原
地
区
の
小
字

地
名
に
み
え
ま
す
が
、
塩
・
小
江
川
・

千
代
・
成
沢
地
区
な
ど
に
は
庚
申
塔
を

乗
せ
た
土
盛
の
塚
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
小
字
地
名
よ
り
詳
し
く
通
称
で

呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
野
原
の
庚
申

塚
地
名
の
場
所
に
も
か
つ
て
石
造
物
を

第20言舌

祀
っ
た
塚
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
「
庚
申
」

と
は
ど
ん
な
意
昧
を
持
ち
、
数
多
く
造

ら
れ
た
石
造
物
や
塚
は
ど
ん
な
目
的
を

持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
庚
申
は
、

干
支
の
十
干
㌔
卜
、
一
支
の
組
み
合
わ
せ

の
一
つ
で
庚
（
か
の
え
）
と
申
（
さ
る
）

で
す
。
六
十
回
に
、
回
、
巡
っ
て
く
る

日
や
年
を
い
い
ま
す
。
中
国
渡
来
の
道

教
に
元
づ
く
暦
法
で
明
治
時
代
ま
で
、

般
に
使
用
さ
れ
、
現
在
で
も
H
常
生
活

問
の
体
に
住
み
、
庚
申
の
夜
に
・
轟

と
い
う
も
の
で
す
。

　
奈
良
時
代
の
末
に
庚
申
信
仰

が
渡
っ
て
来
た
当
時
は
、
慎
み

深
く
教
え
を
守
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
、

大
衆
化
し
、
多
分
に
娯
楽
的
色
彩
が
加

っ
た
よ
う
で
す
。
村
中
の
仲
問
が
集
り

眠
ら
な
い
た
め
に
は
、
順
番
に
物
語
や

芸
を
し
た
り
、
酒
食
を
用
意
す
る
な
ど

　　　　　一　　　　一　　　躍　　一　一躍

し
て
過
ご
し
ま
し
た
・
こ
の
集
り
は
「
講
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
呼
ば
れ
幕
府
の
農
民
支
配
か
ら
も
許

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
二
月
は
農
閑

期
に
当
り
、
春
に
始
め
る
農
作
業
の
相

談
も
加
え
て
、
村
人
が
集
う
こ
と
が
度

々
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
町
内
に
残
る

庚
申
塔
（
青
面
金
剛
・
庚
申
な
ど
）
も
、

天
に
L
れ
な
か
っ
た
三
月
の
供
養
と
己

の
し
ょ
く
罪
の
目
的
で
造
ら
れ
、
十
一

月
・

た
い
て
い
、
数
名
か
ら
十
数
名
、
あ
る

い
は
「
講
中
」
、
「
村
中
」
の
名
が
碑
文

に
し
る
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
月
に
多
く
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　躍　　　　　　　　醒　　　　　　　一　　　　　　躍　　　　　醒　　　　一　　　一　　一　一一　　　　　　一　　　　　一　　　　層w　　　’滑　　一　甲一rw■A－

●
▽
一
般
男
子
の
部

●
予
選
リ
ー
グ

須
賀
広
綱
引
同
好
会
　
　
．
勝
一
敗

　
小
江
川
　
　
O
勝
一
、
敗

　
（
両
チ
ー
ム
と
も
決
勝
進
出
な
ら
ず
）

▽
一
般
女
子
の
部

●
予
選
リ
ー
グ

須
賀
広
綱
引
同
好
会
　
　
一
勝
O
敗

千
代
ク
ラ
ブ
　
　
　
　

一
勝
O
敗

●
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

須
賀
広
綱
引
同
好
会
　
一
、
↓
位

　
干
代
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
五
　
位

男馴　
十
二
月
一
日
、
秋
季
字
別
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
町
民
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
字
よ
り
十
ニ
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
行
わ
れ
、
御
正
坂
上
チ
ー
ム

と
小
江
川
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
へ
決
勝
）
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

上
押
切
、
御
正
坂
E
、
須
賀
広
、

御
正
坂
下
、
成
沢
、
上
新
田
、

小
江
川
、
下
押
切
、
樋
春
北
、

、
千
代
、
野
原
、
板
井

▽
A
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
御
正
坂
上
　
二
1
0
　
上
新
田

▽
B
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
小
江
川
　
二
I
O
板
井

二
　
日
　
町
民
ス
キ
ー
教
室

二
十
四
日
～

三
月
十
四
日

（
武
尊
オ
リ
ン
ビ
ア
）

柔
道
教
室

　
（
江
南
中
柔
道
場
）

（9）



　　　　情報パッワ

　軍属（雇員、傭人、工員等）およ

　び準軍属の人。

　〔請求書類の送付先・

　　　　　　お問い合わせ先〕

〒112東京都文京区大塚5－3－13

平和祈念事業特別基金　業務第1課

台03－3945－4704

　なお、請求書類は町役場住民課に

も置いてあります。

　大里広域市町村圏組合の

　事務所を移転

　大里広域市町村圏組合の事務所は、一
現在熊谷市役所（7階）に置き、16　5

ミリ映画フィルムなどの貸出業務な　血h
どをいたしておりますが、本年4月　0

1日から住所移転することになりま　■『
したのでお知らせします．　　ヨ

移転先　熊谷市大字大麻生200番地2　①

（大里広域クリーンセンター所在地）　6唖1

　　　　　　　　　　　　　　　ロロロコ
費32－7364　　　　0

　　　　　　　　　　　　　　　5
　▼案内図

　くわしくは、役場国民年金係内線

224におたずねください。

　恩給欠格者の皆様ヘ

　　ー請求はお済みですか一
　平和祈念事業特別基金（総理府所

管の認可法人）では、いわゆる恩給

欠格者の人で、外地等に勤務した経

験を有し、加算年を含めた在職年が

3年以上で、請求時において日本国

籍を有する人には内閣総理大臣名の

書状を、さらに70歳以上の人には高

齢者の順に併せて銀杯を贈呈してお

ります。

　（注）つぎの人は、この事業の対象

　　になりません。

●年金たる恩給または旧軍人軍属と

　しての在職に関連する年金たる給

　付を受ける権利を有する人。

●恩給欠格者のご遺族および戦後、

　ソ連またはモンゴルの地域に強制

　抑留されたことのある人。

●戦傷病者戦没者遺族等援護法上の

囮回匿

至太田　至太田

至
大
8
至
上
5

熊谷バイパス
｝

西
●　

●
三尻ノ」

犬麻生中
● 熊6駅

口
大麻…E小

国引40曾ほ 勲谷大属
荒川大鳴

バイバス

砲鞍§動◎匂

至
纏

・§§』

堵

奄o畷

至
高
蔚
　
至
帳
父

至
纏
罵

　　　　国民年金には保険料の

　　　　免除制度があります

　　　　国民年金の第1号被保険者は、収
　　　入にかかわりなく、一律月9，000円

　　　の保険料を納めなければなりません。

　　　しかし、経済的な理由などによりど

　　　うしても保険料を納められない場合

　　　もあります。そのようなときに、国

　　　民年金には「保険料の免除制度」が

　　　あります。

　　　①法定免除……法律で定められた要

　　　　　　　　　件に該当すれば受け

　　　　　　　　　られる
　　　　●生活保護法による生活扶助を受

　　　　　けている人

　　　　●障害基礎年金や障害厚生（共済）

　　　　　年金（3級は除く）を受けてい

●　る人　　　　、
　　　②申請免除……本人が申請して、認

　　　　　　　　　められることにより

　　　　　　　　　受けられる
　　　　●所得の少ない人や、病気やケガ

　　　　　などで経済的に困っている人

　　　　●火災や風水害などを受けて、一一

　　　　　時的に納められない人

　　　　●その他、納めることが困難な人

　　　　上記に該当するときは、未納のま

　　　まにしないで届出してください。

　　　　なお、免除を受けた期間について

　　　は、将来老齢基礎年金の年金額を計

　　　算するときに、3分の1の額どして
　　　計算されます。

二
う
を
勘

　
　
俳
句
会
⑳

床
ぬ
く
し
時
計
止
め
た
き
寒
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

酒
造
蔵
に
熱
気
み
な
ぎ
り
寒
仕
込
み

　
　
　
　
　
　
　
小
島
孫
一

か
ん
が
ロ
　
マ
が
い
し

寒
鴉
碍
子
つ
か
み
て
叫
び
を
り

　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

寒
餅
を
吾
が
娘
に
送
る
親
心

　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
芳
久

振
り
か
ボ
る
竹
刀
の
気
醜
寒
稽
古

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

寒
行
や
御
詠
歌
の
声
堂
に
満
ち

　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
猪
祐

寒
桜
生
命
の
限
り
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

生
み
た
て
の
掌
に
あ
る
ぬ
く
み
寒
卵

　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

一
ロ
が
身
に
し
み
通
る
寒
の
水

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
ひ
さ

寒
の
墨
か
す
れ
し
筆
の
重
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

寒
風
に
託
鉢
の
音
遠
ざ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

大
寒
に
身
を
引
き
し
め
て
向
か
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

喉
に
染
む
水
の
う
ま
さ
よ
寒
稽
古

　
　
　
　
　
　
　
中
島
文
恵

寒
紅
梅
主
な
き
家
に
呑
を
放
つ

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

　
●

禅
寺
の
ふ
る
ま
い
粥
や
寒
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
枝
ー

野
地
蔵
の
茶
碗
に
光
る
初
氷

　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

黒
帯
を
目
指
す
子
今
朝
も
寒
稽
古

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

寒
牡
丹
菰
を
か
ぶ
り
て
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
小
泉
美
津

降
り
立
ち
し
無
人
の
駅
や
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

荒
行
の
滝
に
打
た
れ
て
寒
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
関
口
米
子

病
む
友
の
室
に
ほ
の
な
寒
の
菊

　
　
　
　
　
　
　
富
岡
牧
子

世
の
風
に
耐
へ
て
つ
つ
ま
し
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

柄
杓
よ
り
六
賄
清
め
し
寒
の
水

　
　
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

寒
星
や
逢
へ
ば
言
へ
な
く
な
る
別
れ

　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

し
み
じ
み
と
母
校
に
咲
き
し
寒
椿

　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

　
　
け
　
　
　
　
　
　
た
す
き

寒
道
を
蹴
り
駅
伝
の
裸
揺
れ

　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男

。
σ
o
　
σ
－
」
D
　
。

」説）G
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　緑の推進員を募集
対　象　自然保護に関心を持つ、20

　　　歳以上の県民（一般職の公

　　　務員を除く）

任期平成4年4月から
　　　平成5年3月まで

定員150人
内　容　緑の保全や自然保護に関す

　　　る、原則として自由な活動。

　　　その他、ポスターの掲示、

　　　研修会への参加など。

応募町役場、各地方県民センター、

方　法　各環境管理事務所に備え付

　　　けの応募用紙に必要事項を

　　　記入して、県庁自然保護課

　　　へ
締切2月29日（土）（消印有効）

間合せ　県庁自然保護課

　　　奮048－824－2111内線2423

　青少年相談員募集
　町では、友情精神をもって青少年

に接し、健やかな成長を助ける青少

年相談員を募集しています。

　活動としては、小学生キャンプや

バススキーなどがあり、活動を通し

て子供たちと触れ合い、楽しい思い

出を作っていくことを目的としてい

ます。あくまでもボランティアです

ので、時間の都合がつく時に活動に

参加していただければ結構です。

　その他の活動としては、クリスマ

十
二
月
中
届
出

　
大
胡
　
照
子

　
福
田
　
一
治

　
長
谷
川
　
長

　
安
齊
　
清
治

　
新
井
　
長
寿

　
福
島
　
は
る

　
飯
塚
　
ハ
ナ

　
田
中
　
ま
す

年
齢
（
敬
称
略
）

60

歳
成
　
沢

82

歳
成
　
沢

82

歳
三
　
本

77

歳
押
　
切

76

歳
押
　
切

79

歳
樋
　
春

84

歳
小
江
川

87

歳
千
　
代

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

スパーティやスキーツァーなど楽し

いイベントがたくさんあります。

資　格満18歳から満30歳まで
募集人員　約10名

申込方法　役場住民課へお電話くだ

　　　　さい。
　　　　智　36－1521内線224

申込期間　2月1日～2月20日まで

農林学級（2・3月）
開催日 内　　容 時　　間
％日（日） すのこづくり 午前10時

20日（和 手打ちそばづ
くり

午前10時

23日（日） かぶの収穫 午後1時30分
解日（日） 木工ブックエ

ンド

午前10時

1日（日） かぶの収穫 午後1時30分
5日休） にんじん料理 午前10時

8日（日） にんじんの収穫 午前10時

　
　
所

　
　
務
1

　
　
事
0

　
　
　
　
　

　
　
理
3
月

　
　
管
2

　
民
園
一
ω

料
県
公
3

　
般
林
8
芸

無
一
農
奮
園

　
　
　
　
き

用
象
せ

　
　
合
　
花

費
対
間

開催部 内　　　　容 費　用

14日匿） フルーツポマンダ

を楽しむ

1，200円

17日（月） セントポーリアを

楽しむ

無　　料

21日㈹ サギソウの植付け 1，000円

※時間は、午後1時30分

対　象　一般県民

受　付　毎月1日の午前8時30分か

　　　ら行います。
問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　農林公園内・植物振興セン

　　　ター　奮83－2841

　こどもの家庭看護教室

　熊谷保健所では、0～6ヵ月のこ
どもさんをお持ちのお母さんを対象

に、こどもの家庭看護教室を開催し

ます。

日時平成4年2月28日（斜
　　　午後1時～3時30分
場所熊谷保健所多目的室
講師●さいとう小児科医院長斉藤

および洪太先生…こどもによくあ

内容る病気・けが・事故・上手
　　　なお医者さんのかかり方。

　　●深谷赤十字病院看護婦…病
　　　気・けが・事故予防のため●

　　　の日常生活の心がけ。

　　　病気・けが・事故の時の家

　　　庭看護と救急処置
　　　●保健婦…知っておきたい母

　　　子保健事業。

費　用　無料　ただし、当日実技に

　　　使いますので履きふるした

　　　ストッキングをご持参くだ

　　　さい。
保育こどもさん同伴でご参加く

　　　ださいQ
定員　30名
申込熊谷保健所保健婦課
間合せ　費23－2811

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
十
二
月
中
届
出
　
　
（
）
内
保
護
者

成
　
　
沢

　
　
　
た
か
ひ
ろ

　
新
井
　
隆
寛
　
二
男
　
　
　
（
司
俊
）

押
　
　
切

　
　
　
　
あ
ず
さ

　
柴
崎
　
梓
二
女
　
（
教
）

樋
　
　
春

　
　
　
　
さ
　
　
　
え

　
福
島
　
紗
依
　
長
女
　
　
　
（
英
之
）

御
正
新
田

　
　
　
　
あ
や
か

　
橋
本
　
彩
加
　
長
女
　
　
　
（
茂
）

小
江
川

　
　
　
　
み
ず
き

　
松
本
　
瑞
稀
　
長
女
　
　
　
（
一
也
）

板
　
　
井

　
柴
崎
　
　
太
　
二
男
　
　
　
（
貞
夫
）

　
柴

　
　
　
　
こ
ロ
フ
と

　
真
下
　
光
翔
　
二
男
　
　
　
（
歩
）

11，960

11，940

11，920

人／戸

3，340

3，330

3，320

町民のうごき
人　ロ

世帯主

1月1日　現在

人　口

　男

　女

世帯

11，942

　5，893

　6，049

　3，342

平成3年　救急出動状況

‡1

救急出動状況 12　月 累　計

交　　　　　通 4件 65件
一　般　負　傷 2件 23件
急　　　　　病 8件 104件
そ　　の　　他 2件 23件
合　　　　　計 16件 215件

10月　11月　12月　1月
（11）



　　　　　え　　　み

杉田江美ちゃん
　平成3年2月22日生

　杉田　保男・早苗さんの

長女（11ヵ月）　　押　切

　「お散歩と甘い菓子や絵

本が大好きな、おませな江

美です。健康で明るい子に

育ってほしいですね……」

とお母さん。

　　　　まさ　　ゆき

駒井雅之ちゃん
　平成3年4月24日生

　駒井晴夫・明美さんの

二男（9ヵ月）　　小江川

　「二番目って、何をする

のも早くたくましいですね！

お兄ちゃんと同じように、

元気に育ってほしいと思い

ます……」とお母さん

　　　　　み　　　さき

井上美咲ちゃん
　平成3年2月26日生
　井上　剛・浩美さんの

長女（11ヵ月）　　小江川

　「名前を呼ぶと、すぐに

振り向き、笑顔で応えてく

れます。

　健康で明るく育ってぽし

い……」とお母さん。

　山　田　ちひろちゃん

　平成3年6月24日生

　山田貴史・佐智子さんの

二女（7ヵ月）　　板　井

　「ぶたまんじゅうとあだ

名を付けられるほどのおで

ぶちゃんです〃おもいやり

のある、やさしい女の子に

育ってほしいです。……」

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

キ

ム

チ

大
場
　
公
子
さ
ん
　
（
三
本
）

▼
材
料

自
神
采
：
：
・

キ
ム
チ
の
素
…
：

長
ネ
ギ
（
白
身
）
・

　
に
ん
じ
ん
…
：
…
：

昆
布
…
：

　
ニ
ラ
：
：
・
：

　
ニ
ン
ニ
ク
・
：
・
…

小
女
子
（
こ
う
な
ご
）

　
　
　
…
二
　
株

：
：
・
…
一
．
一
〇
〇
g

　
…
…
…
、
’
一
本

　
　
　
…
二
　
本

：
一
〇
㎝
程
度
一
枚

　
…
…
：
半
束

　
…
：
…
二
片

　
　
・
…
：
五
〇
g

　
梅
酒
…
…
…
…
・
…
…
・
…
二
〇
〇
㏄

▼
作
り
方

囹
白
菜
を
普
通
に
塩
漬
け
に
し
て
お
く
。

囹
約
一
週
間
ほ
ど
塩
漬
け
し
た
白
菜
を

出
し
、
水
を
切
っ
て
お
く
。

囹
長
ネ
ギ
（
白
身
）
、
に
ん
じ
ん
、
昆
布
、

ニ
ラ
（
約
三
㎝
の
千
切
り
）
、
ニ
ン
ニ
ク

ヘ
み
じ
ん
切
り
）
、
小
女
子
（
こ
う
な
ご
）
、

梅
酒
に
キ
ム
チ
の
素
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

囹
水
を
切
っ
て
お
い
た
白
菜
の
葉
と
葉

の
間
に
、
混
ぜ
合
わ
せ
た
材
量
を
適
当

に
入
れ
る
。

囹
そ
れ
を
新
し
く
漬
け
込
み
、
約
一
週

間
ぽ
ど
で
美
味
し
い
キ
ム
チ
が
出
来
あ

が
り
ま
す
。

　
温
か
い
ご
は
ん
に
最
適
で
す
。

▼
紹
介
し
た
い
理
由

　
毎
年
冬
に
な
る
と
作
り
、
お
客
様
に

大
好
評
な
の
で
、
み
な
さ
ま
も
お
た
め

し
く
だ
さ
い
。

成人病予防週問

（2月1～7日）

　
「
広
報
よ
ん
で
ま
す
よ
」
と
、
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
る
人
に
出
会
っ
た
時

は
深
く
感
謝
し
、
ま
た
こ
の
一
言
で
な

お
一
層
勇
気
づ
け
ら
れ
る
単
純
な
わ
た

し
で
す
。

　
「
議
会
の
一
般
質
問
こ
ま
か
く
出
て

い
ま
し
た
ね
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
…

…
シ
ョ
ッ
ク
。
議
会
で
出
し
て
い
る
議

会
広
報
と
間
違
え
ら
れ
て
い
る
ん
で
す

よ
ネ
。

　
議
会
広
報
に
劣
ら
ぬ
よ
う
に
頑
張
ろ

う
と
。
と
思
っ
て
も
無
理
か
な
…
…
。

こ
れ
か
ら
で
も
お
そ
く
な
い
か
ら
、
知

恵
を
授
け
て
も
ら
い
に
町
内
の
文
殊
寺

そ
れ
と
も
神
社
仏
閣
全
部
ま
わ
ろ
う
か

（
と
困
っ
た
と
き
の
神
・
仏
だ
の
み
）

な
ど
と
思
い
な
が
ら
、
こ
の
編
集
後
記

を
書
い
て
い
ま
す
。
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